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ウィーン生まれ。レオポルト・ハーガーや小澤征爾のもとで研鑽を積み、ボストン響や
新日本フィルにデビュー。ヤナーチェク・フィルの首席指揮者、ルツェルン歌劇場および
ルツェルン響の音楽監督などを経て、2003～13年に新日本フィル、2011～19年に
ベルギー王立リエージュ・フィルの音楽監督として活躍した。2017年から、広島交響
楽団の首席客演指揮者を務め、2024年4月に同団の音楽監督に就任。
これまでにチェコ・フィル、ドレスデン・シュターツカペレ、フランクフルト放送響、
ウィーン響、ザルツブルク・モーツァルテウム管、トゥールーズ・キャピトル国立管、スイス・
ロマンド管、ボストン響、シンシナティ響、N響などに招かれ、オペラではフランクフルトや
ストラスブールの歌劇場、新日本フィルなどで《ドン・ジョヴァンニ》《サロメ》《ホフマン
物語》《フィレンツェの悲劇》などを指揮している。2019年に小澤征爾音楽塾オペラ・
プロジェクトで小澤征爾と共に《カルメン》全４公演、2024年に東京二期会オペラ
《コジ・ファン・トゥッテ》全６公演を指揮し、岡山公演では広響と共に演奏した。
レコーディングも数多く、ヤナーチェク・フィルとのヤナーチェク、シューベルト作品、
新日本フィルとのブラームス／交響曲第１番、マーラー／交響曲第３番および第５番、
リエージュ・フィルとのフランク／交響曲ニ短調などをリリース。また、シルバ・オクテット、
リエージュ・フィルとの共演によるディスクがドイツ・グラモフォンからリリースされた。

1985年カラカス生まれ。ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団メンバー。11歳でコント
ラバスを始め、ホセ・アントニオ・アブレウ博士によって創設されたベネズエラの音楽
教育システム「エル・システマ」のオーケストラに所属。フェリックス・プテに学んだ。
15歳で、米インディアナポリスで開催されたソロコンクールに優勝。2001年にベル
リン・フィル・オーケストラ・アカデミーの最年少スカラシップ生となり、クラウス・シュ
トールに師事。17歳でベルリン・フィルのオーディションに合格した。これまでにザルツ
ブルク音楽祭、ルツェルン音楽祭をはじめ、多くの著名なオーケストラと共演している
ほか、室内楽の活動も精力的に行っている。彼のために作曲され、初演を任された
作品も多く、ハインツ・ホリガー、ポール・デセン、エフレイン・オッシャー、アルトゥーロ・
パンタレオン、マティアス・オッカート、ルイス・アントゥネス・ペナ、藤倉大、ローランド・
モーザー等の作曲者が挙げられる。ドイツのPhil.Harmonieから多数ＣＤもリリース
しており、特に彼の18世紀音楽への情熱を感じられる録音が多い。
オフィシャルサイトhttp://www.edicsonruiz.com/

第448回定期演奏会

クリスティアン・アルミンク
音 楽 監 督 就 任 !
《SECRETS ～音楽の不思議～》

指揮
クリスティアン・アルミンク Conductor‥Christian Arming

コントラバス
エディクソン・ルイス Contrabass‥Edicson Ruiz

マイシートマイシート S席/41,300円  A席/37,100円  B席/32,200円
お申し込みは広響事務局までお電話ください。（受付期間2025年2月17日～2025年4月11日）定期会員募集のご案内

2025年度 4月～3月の
定期 全10回あなただけのあなただけの

次回
予告 第449回定期演奏会

15：00 開演
 [14：00 開場] 広島文化学園HBGホール

「ストライク・アップ・ザ・バンド」序曲　 ラプソディ・イン・ブルー
キューバ序曲　 セカンド・ラプソディ（オリジナル版）
交響的絵画「ポーギーとベス」（ベネット編曲）

ガーシュウィン：

指揮・ピアノ：ウェイン・マーシャル
同プログラムで

開催 オーケストラ福山定期Vol.6
2025.3.9（日）14：00開演（13：15開場）
ふくやま芸術文化ホール リーデンローズ

2025.3.8 土

ⓒShumpei OhsugiⓒShumpei Ohsugi




